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はじめに

　本年４月１日、財団法人共用品推進機構は、
内閣府の認定によって、公益財団法人共用品
推進機構と改められ、一層、公益性を高める
形でスタート致しました。これも偏に、ご支
援ご協力を下さった賛助企業、会員の皆様及
び理事・監事、評議員の方々のお陰と心より
感謝申し上げます。
　1991年に任意団体E&Cプロジェクトとし
て発足以来20年、人ならばちょうど成人に達
したことになるわけでございます。
　この大きな節目を契機に共用品推進活動の
象徴となるロゴマークも誕生致しました。本
誌上でご披露させていただいております。
　どうかアクセシブルデザイン社会形成の推
進マークとして、広く認知され、様々な場面
で有効に働いて欲しいものと願っております。
　つきましては、ご多忙中にも関わらず、こ
のマークデザインをお引き受けくださった栄
久庵憲司理事にこの場をお借りして厚くお礼
を申し上げます。今後も更に共用の推進意識
を高め、公益財団法人の名にふさわしく、幅
広い活動を目指していきたいと思います。

はじまりは、本音を出し合うことから

　振り返れば、1991年４月、日本点字図書館
（東京都新宿区高田馬場）をお借りして、新
時代に合う社会環境づくりへの熱い思いを抱
えた様々な職業、立場の人達が、明るく楽し
い研究月例会「Ｅ＆Ｃ
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プロジェクト（Enjoy-
ment & Creation）」を開いたことに始まり
ます。
　障害のある方と一緒に、テーマ別のテーブ
ルを囲み、本音で語り合い、それぞれ無知
だった世界を知り合い、問題解決の方向、更
にクリエイティブな提案などが生まれ、モノ
づくりへの配慮設計ポイントとなりました。

　流通に対し説得ポイントなどなど、前向き
の発信が、新しい社会の風を起こしたと思い
ます。

記憶に残る取り組み

　忘れられないオドロキは、メンバー全員が
貴重な年末年始の休日をすべて返上、グルー
プ別に障害のある人のお宅を訪問し、実態調
査に当たったこと、そして膨大な資料が結果
として得られたことです。
　第１弾は「視覚障害者の不便さ調査」。花
島弘理事や日本点字図書館スタッフの協力を
得て、厚手の報告書が出来上がり、大きな発
信力になりました。また当時の通商産業省
（現：経済産業省）内に医療・福祉機器産業
室が設けられ、バリアフリー指向に拍車がか
かり、製造業、サービス業、地方自治体など
が積極的に動き、消費者への浸透が図られま
した。

今後の活動

　一方、現代社会は高速で進化から変化が続
いています。産業社会の在り方も、個人生活
の形も大きく変わり、IT産業やコンテンツ
産業という新型産業の台頭で障害のある人や
高齢者が疎外域に入るのではないかと少々気
になります。今後は更に丁寧な説明が必要と
なってくると思います。
　何時の時代でもバリアフリー或いはユニ
バーサルデザイン化など、アクセシブル配慮
は欠かせないことですし、いち早く超高齢社
会を迎えた日本では殊更に至急の対策が必要
なのではないでしょうか。新不便さ調査の
データが待たれているように思います。
　共用品・共用サービスの基本は、やはり人
に優しいに尽きるわけですから、配慮範囲の
ハードウェアからソフトウェアに、ハート
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ウェアを加えていきたいと思います。

挨拶～公益財団法人共用品推進機構として～
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栄久庵憲司
（えくあん けんじ）

1929年、東京生まれ。1955年、
東京藝術大学美術学部図案科
卒業。1957年、ＧＫインダスト
リアルデザイン研究所設立、
所長となる。ヤマハオートバ
イ、キッコーマン卓上醤油瓶、
秋田新幹線“こまち”等をデザイ
ン。現在ＧＫデザイングループ
会長。国際インダストリアルデ
ザイン団体協議会名誉顧問。
Design for the World（世界デ
ザイン機構）会長。主な受賞に
コーリン・キング賞受賞、藍綬
褒章授章、勲四等旭日小授章受
章。著書に『幕の内弁当の美学』
『モノと日本人』『道具論』『デザ
インに人生を賭ける』等。
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AD体系技術に関する標準化事業概要

　本事業では下記６分野の事業を行った。
①　国内における規格化準備
　障害者特性データを収集する実験を、障害
当事者機関と連携して実施した。その結果に
基づき下記２件のJIS原案の作成を行った。
ⅰ．アクセシブルデザイン－報知光（図表１）
ⅱ ．棚等に関する高さ・幅・照度等アクセシ
ブルデザイン考慮事項（図表２）

②　国際提案テーマ（TC173）の提案
　下記の２テーマに関してはTC173/SC7内
に作業グループを設け、国際規格化に向けて
の作業を行った。
ⅰ ．点字表示の原則（JIS T0921・JIS T 0923）
ⅱ ．アクセシブルミーティング（JIS S 
0042）

　更に下記４テーマは、各国の関連機と連携
し、24年度国際提案に向けての準備を行った。

平成23年度 AD国際標準共同研究開発事業報告
アクセシブルデザイン（AD）の体系的技術に関する標準化

　本事業は、ISO/IECガイド71の理念に基づくアクセシブルデザイン（以下、「AD」という）を志
向した製品・環境・サービスに関わる一連の国際規格原案を作成し、ISO/TC159（人間工学）及び
TC173（福祉用具）に提案することを目的として平成21年度から23年度まで３か年計画で実施した
ものである。
　今年度の事業実施にあたっては、経済産業省より事業を受託し、（独）産業技術総合研究所と共
にAD技術の効果的かつ効率的な普及のため、体系的な規格の提案及び既存規格との調整を行った。

図表１（報知光） 

図表２（高さ・奥行き） 図表４（トイレ） 

図表３（触知案内図） 
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ⅰ ．触知案内図の情報内容及び形状並びにそ
の表示方法（JIS T0922）（図表３）
ⅱ ．公共トイレにおける便房内操作部の形状、
色、配置及び器具の配置（JIS S0026）（図
表４）
ⅲ ．コミュニケーション支援用絵記号デザイ
ン原則（JIS T0103）
ⅳ．公共空間の音案内

③　国際提案テーマ（TC159）の提案
　下記の人間工学に関係するテーマに関して、
各国の障害者関連機関及び標準化機関と連携
しながら、関連データの分析・検討を行い、
国際規格の開発に繋げた。
ⅰ ．年齢を考慮した色の組合せ方法（JIS 
S0033）
ⅱ．触知図形の基本設計方法（JIS S0052）
ⅲ ．最小可読文字サイズ推定方法（JIS S 
0032）
ⅳ．音声アナウンスの音量設定方法
　さらに、引き続きTC159／AGADの運営を
行い、当該分野における国際標準化の調整を
図るとともに、アジア各国と連携しAD標準
化等の推進方法等の検討を行った。

④　JISの改定
　下記の３テーマは、いずれも日本のJISが
日本提案され国際規格化されたものである。
国際提案し制定されたものである。しかし提
案した時のJISが、国際会議の場で変わって
いったため、既存のJISを改定する必要があ
り、実施したものである。
ⅰ ．JIS S 0014「消費生活製品の報知音－妨
害音及び聴覚の加齢変化を考慮した音圧レ
ベル」（IS 24501）
ⅱ ．JIS S 0031「視覚表示物－年代別相対輝
度の求め方及び光の評価方法」（IS 24502）
ⅲ ．JIS S 0011「消費生活製品の凸記号表
示」（IS 24503）

⑤　ISO/IECガイド71の改定
　ISO/TMBで承認されたISO/IECガイド71
の改定作業に本年度から取り組み始めた。２

回の国際会議（議長　宮崎正浩氏）を、ジュ
ネーブ、ダブリンで行い、５つの作業グルー
プが発足され、改定の作業が進められている。
24年度は２回の国際会議が予定されており、
改定版は、早くても25年度に入ってからにな
る予定である。

⑥　IEC高齢者・障害者配慮に関する委員会
　IEC内に設置された高齢者・障害者配慮に
関する委員会（AAL）に関与するために、
内容の調整並びに検討を行った。

今後の展望

　この事業は３年単位で行っており、23年度
は２期目の最後の年であった。１期目の平成
18年～20年度では、ISO内にある人間工学委
員会（TC159/SC4、SC5）に、それぞれアク
セシブルデザインに関する作業グループ
（WG）を設置し、日本発のJISを国際規格に
していくことができた。２期目の21年～23年
度では、それまでの継続・発展と共に、福祉
用具の委員会に新たにアクセシブルデザイン
のSC（分科会）を発足させ、人間工学以外
のAD規格を作成する場ができた。
　更に２期目には、上記に加え、ISO/IECガ
イド71の改訂作業、情報分野にも発展するこ
とができた。
　24年度からは、３期目に突入する予定で、
土台づくりを完成させることと、さらなる発
展、普及に標準化の側面から力を出していき
たいと思っている。
 （星

ほし

川
かわ

安
やす

之
ゆき

）

図表５（ガイド71） 
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　発足の経緯は、2010年末に、ドイツ国内委
員会よりIECに対して、AALのためのSG
（Stra tegic Group、戦略グループ）の設立提
案があったことから始まる。ドイツの提案を
受けて2011年２月にIECのSMB（Standardi-
zation Management Board、標準管理評議
会）は、AALについて検討するためのAhG 
（Ad－hoc Group、アドホックグループ）29
を設立することに同意した。同年４月、６月、
及び９月の３回のAhG 29会議が開催された
のち、同年10月SMBは、AALを扱うSG 5 を
設立することに決定した。
　SG 5 は、AhG 29のコンビナでもあったド
イツのMr Thomas Sentkoが引き続きコンビ
ナを務めている。SG 5 には、2012年３月時
点で、日本を含めた10カ国のメンバーにより
構成されている。
　第１回SG 5 会議は、2011年３月６日～７
日にフランクフルトで開催され、中国、日本、
米国、ニュージーランド、ドイツの５カ国の
代表が参加した。参加人数は15名であった。
日本からは、平川秀治SMB委員（東芝）と、
関喜一SG 5 代行委員が参加した。
　第１回会議では最初に、各国からAALに
関連した国内での活動について15分ほどのプ
レゼンテーションがあった。日本を含め、他
の参加国からも、国内の高齢化が深刻である
ことの説明がなされた。またAAL関連の技
術として、各国のロボット技術及びネット
ワーク技術などの説明があった。第１回会議
では更に、SG 5 の適用範囲及びAALの定義
について議論した。SG 5 発足時点での適用
範囲を再度見直し、最終的には以下の通りに

合意した。

To manage and coordinate Ambient Assisted Living 
（AAL） standardization work in IEC TCs, to estab­
lish and achieve interoperability and interconnecti­
vities of AAL systems, and accessible design of 
their user interface.
AAL encompasses products, services, environments 
and facilities used in support those whose indepen­
dence, safety, wellbeing and autonomy are compro­
mised by their physical or mental status.
Note: for the definition of Accessible Design refer to 
ISO/IEC Guide 71.

（仮訳）
AALシステムの相互運用性及び相互接続性、及びそ
れらのユーザインタフェースのアクセシブルデザイ
ンを創設及び達成するために、IECのTC（Technical 
Committee、技術委員会）におけるAALの標準化作
業を管理及び調整する。
AALは、身体的または精神的な状態により、独立性、
安全性、健幸、及び自主性に制約のある人々を支援
することに使用される製品、役務、環境、及び設備
を含む。
注記：アクセシブルデザインの定義はISO/IECガイ
ド71を参照。
　
　第２回SG 5会議は2012年９月11日～12日
にフランクフルトで開催されることになった。
各国でのAALの実施主体者が誰なのかなど、
具体的な普及推進の手順について議論が行わ
れる予定である。

AAL（Ambient Assisted Living）最新報告
（独）産業技術総合研究所　関

せき

喜
よし

一
かず

　AAL（Ambient Assisted Living、周囲の支援による生活）は、IEC（International 
Electrotechnical Commission、国際電気標準会議）が2011年に開始した新しいプロジェクトで
ある。これは主に、高齢者・障害者などの“見守り”を必要とする人々のための技術について、そ
の相互運用性、相互接続性、及びユーザインタフェースのアクセシブルデザインを実現することを
目的とした活動である。

第１回会議風景
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　ISO/IECガイド71（高齢者及び障害のある
人々のニーズに対応した規格作成配慮指針）
は日本が提案して、2001年に発行された高齢
者・障害者のための規格を作成する際のガイ
ドである。2003年にはJIS Z 8071として日本
工業規格（JIS）としても採用されている。
その後、日本では本ガイドを元に33種の高齢
者・障害者配慮のJISが作られてきている。
　2010年、同ガイドの制定から10年を経て、
ISOのCOPOLCO（消費者政策委員会）総会
で、ISO/IECガイド71をCEN/CENELECガ
イド６としてそのまま使用している欧州の規
格作成団体であるCEN/CENELECより改訂
の提案があった。
　ISO/TMB（技術管理評議会）はこの提案
を受けて、2010年９月にガイド71改訂の合同
諮問グループ（ISO/IEC/JTAG）を設立す
ることを決定し、2011年２月に、このグルー
プの議長を跡見女子学園大学の宮崎正浩教授
とすることを承認した。
　このガイド71改訂のISO/IEC/JTAG（合
同諮問グループ）の第１回会議は、2011年９
月26日から28日までの３日間、スイスのジュ
ネーブで開催された。
　会議にはTMBメンバー11カ国、５つの
ISO専門委員会やIEC、ITU、ANEC等の代
表者合計32名が参加して行われた。この会議
では、新しいガイド71の目次と24の具体的な
決定事項を確認した。また決定事項目を実行
するために「原則と概念」、「医療・社会・ユ
ニバーサル参照等のモデル」、「規格開発プロ
セスにおけるガイド71の利用」、「［配慮すべ
き要素］と［心身の機能と障害の影響に関す
る詳細］」、「普及・促進面」の５つの作業
チームを設定することとし、会議を終了した。

　これを受けて、今回第２回のガイド71改訂
合同諮問グループ（ISO/IEC/JTAG）会議
が2012年３月13日から15日までの３日間、ア
イルランドのダブリンで開催されたのである。
　この会議には第１回会議同様にTMBメン
バー12カ国、５つのISO専門委員会やIEC、
ITU、ANEC等の代表者合計32名が参加して
行われた。
　この会議では作業チームごとの発表をもと
に議論を行い、ガイド71のドラフト原案につ
いて合意し、その後は原案の編集作業に入っ
ていく予定であったが、ドラフト原案の合意
に至ることはできなかった。
　合意を得るためには後２回の会議が必要で
あることとなり、2012年10月に再度アイルラ
ンド・ダブリンで第３回目の会議を、2013年
１月に第４回会議（場所は未定）を開催する
ことが決定された。
　このため最終的な改訂ガイド71の発行は当
初の予定であった2013年春から半年程遅れて
2013年の秋以降になることとなった。

（松
まつ

岡
おか

光
こう

一
いち

）

第２回ガイド71改訂合同諮問グループ（ISO/
IEC/JTAG）会議開催
－2012年３月13日から15日、アイルランド・ダブリンにて－

ISO/IEC/JTAG（合同諮問グループ）参加者
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　私と共用品の関わりは、昨年３月に、当時
「財団法人共用品推進機構」の理事に就任し
た時に始まります。講談社野間佐和子前社長
から引き継いだ訳ですが、正直なところ、共
用品という言葉も初めてなら、推進機構の存
在も全く知りませんでした。
　今日に至るまで、推進機構の歩みを振り
返って見ますと、共用品の言葉さえない時代
にプロジェクトを立ち上げた草創期の第１期。
問題解決の道筋を模索しつつ、事業を展開す
るとともに財団法人へ進化した第２期。公益
財団法人へ移行し、今までの取組を浸透化さ
せていく、現在の第３期となります。
　文字にすれば二十年余は、それこそあっと
いう間のようですが、これまでのご苦労は並
大抵のことではなかったはずで、この事業を
支えてこられた多くの人々、支援・協賛され
てきた企業、団体の皆さまに、心より深く敬
意を表する次第です。
　推進機構の事業との関わりができて以来、
普段何気なく手にしている日常の身のまわり
の製品や、受けているサービスに、実にさま
ざまな工夫や思いやりが込められていること
に気づかされ、共用品・共用サービスが、私
たちの生活にいかに深く根づいているのかと
いうことに改めて気づかされます。またそれ
が一朝一夕にできたものでないことを知るに
つけ、自分の無知さ加減に恥入るばかりです。
　さて、第３期の「浸透期」に入った共用品
推進機構の各事業について、新参者であり、
諸先輩方が経験されたご苦労を、何も経験し
ていない私が、分かったような大層なことを
申し上げるつもりはありません。

　第３期の推進事業に
おける「めざす」社会
実現のための三本柱の
一つ、「つなげる」の
分野や、普及及び啓発
に関わる広報の仕事な
どで、私なり、私の所
属するメディア企業が何かしらお役に立てる
ように思っています。
　ただ、それにしても展示会や講座など、直
接活動の現場に出向いて、直に見聞きしなけ
れば、送られてくる資料を読んだり、評議員
会の場だけでは、真に有効な提言は生まれて
こないように思います。できる限り、そうい
う機会に参加するようにいたします。
　そこで一つ提案なのですが、年に１回か２
回でもかまいませんので、理事・評議員・監
事の方々と、推進機構の職員の皆さんや、事
業に関わる方々との交流の場を設けるという
のはどうでしょうか。
　これは懇親ということより、職員の皆さん
の問題意識、ご苦労、例えば予算のことなの
か、人員数の問題なのか、何が障害なのか
等々を知ることによって、機構の事業をより
早く確実に、幅広く「浸透」させるには、何
をするべきかが見えてくるように思うからで
す。
　私も、共用品・共用サービスも、多くの国
で特別の製品・サービスでなく「あたりま
え」になる時が、一日も早く実現できますよ
う、微力ですが、皆さまとともに力を尽くし
てまいりたいと思います。

（題字は、中
なか

野
の

奈
な

津
つ

美
み

・〔公財〕共用品推進機構運営委員）

「あたりまえ」になる時まで
山
やま

根
ね

　 隆
りゅう

（講談社専務取締役・公益財団法人共用品推進機構 評議員）

第56回
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はじめに

　実際に大震災が起こった際には、まず自分
のいる場所が安全な場所かを確かめ、安全な
らば待機し、危険があるのであれば速やかに
非難しなければならない。その際に必要最低
限確保しておきたい必要最低限の防災グッズ
が自分に合っているかを事前に確かめておく
必要がある。
　防災グッズは一般に販売されているが、障
害の有無にかかわらず緊急時、実際に使って
みると、「ラジオなどの使い方が分からない」、
「電池を入れなければならないが電池のサイ
ズが分からない」、「飲料のふたが開けにく
い」、「ロウソクはあるが火をつけるための
マッチやライターがない」等の不具合がでる。
非常時に焦らず効率よく使うためには、事前
に何が入っていて使い方はどうか、また足り
ないものは何か等を吟味し、市販の防災グッ
ズだけでなく自分仕様にカスタマイズするこ
とが必要となってくる。
　今回の大震災では、障害のある人達への対
応が十分でなく、不自由さを感じたという報
告が各障害者団体にも寄せられている。この
ことを機に障害のある人が避難所で感じる不
便さを解消する方法を検討したり、防災グッ
ズを障害の特性に応じて考えようとしたりす
る動きが出てきた。
　そこで共用品推進機構では23年度、非常時
に持ち出す一般の防災グッズが、障害のある
人が使いやすいものになっているのか、なっ
ているものがあればどの点が便利かを調査し、
非常用の防災グッズを購入する際の参考にし

たいと考えた。しかし視覚障害者団体、聴覚
障害者団体、肢体不自由団体等にヒアリング
を実施したところ、実際の防災グッズに障害
のある人が使いやすいと思うものが少なく、
かえって「このような工夫があるともっと使
いやすい」、「このような機能がないと使えな
い」という意見が多く出された。また「実際
の製品を使ってみないとコメントができにく
い」という意見もあり今回、既存の一般的な
防災グッズを一式揃え、障害のある人に配布
し実際に使用してもらった。そして、それぞ
れどのような工夫や改良があると使いやすい
かを障害特性に合わせた調査を行った。
　

防災グッズのサンプルを使ったアンケー
ト調査の概要
　
　アンケートは、DPI日本会議、㈶全日本ろ
うあ連盟、㈱外KIワークウェル、（社福）日
本盲人会連合、その他障害のある個人の方に
協力をお願いした。その結果、視覚障害５名、
聴覚障害４名、肢体不自由６名、知的障害５
名の合計20名の回答をいただくことができた。
この調査実施にあたっては、 外KIワークウェ
ル並びに東京都葛飾福祉工場の皆様に大変お
世話になった。
（災害グッズは、現在被災地などでも需要が
高く、特に食品などは品切れが相次いでいる
ため、本調査で使用する製品は一般的に市販
されているもので且つ入手が容易なものを使
用した。）
　対象とした防災グッズは15点で約50問の質
問項目に回答頂いた。

災害時の防災グッズ調査報告
～障害のある人が使う視点から～

　平成23年３月11日の東日本大震災を境に、私達の防災意識は高まった。食料や飲料の備蓄、また
避難場所や帰宅時の経路確認、緊急の連絡網の作成や連絡方法等々、いざという時に備え、様々な
対応を考えておく必要がある。そこで平成23年度の事業として、日本児童教育振興財団より助成を
頂き災害時の防災グッズについて調査を行った。

（星
ほし

川
かわ

安
やす

之
ゆき

・森
もり

川
かわ

美
み

和
わ

）
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調査対象防災グッズ一覧
１．持ち出し袋 ９ ．コンパクト７点セッ

ト（タオル等セット）

２．防水ライト 10．ポリラップ

３．AMラジオ 11．液体ロウソク

４ ．レインポンチョ（グ
リーン）

12．ヘッドライト

５ ．Dr.K（ベルトポーチ）
（救急セット）

13．ヘルメット

６ ．サバイバルホイッス
ル

14 ．主に事前に使用する
サバイバルウォークマ
ニュアル（冊子）、被災
した際に使用する防災
手帳（手帳）

７．マルチはさみ

８．水袋 15．水

　各質問に対して、「容易にできた」「何とか
できた」「困難」の三つのどれに該当するか
答えて頂き、その他特に意見がある場合は自
由回答欄に記入してもらった。
　ここでは「持ち出し袋」と「AMラジオ」
について報告する。

持ち出し袋について

　すべての防災グッズを収納する持ち出し袋
に対しては、「中身の取り出しやすさ」、「中
身のしまいやすさ」、「持ち運び」、「ベルトの
長さ調整」の４項目を尋ねた。
　｢取り出しやすさ」については多くの人が
「容易に中身が取り出せた」と回答している
中、「困難」と答えたのは全面的に介助を必
要とする肢体不自由の人であった。指等の手
先を細かく使う動きが必要な“ヒモ”は解け
ないし結べない。指先が使える他の人達でも、
マジックテープやジッパーなど、楽に取り出
しが出来るものを望む声が聞かれた。
　｢しまいやすいさ」については、「取り出し
やすさ」に比べて不便さを感じる声が多くな
り、肢体不自由の人は「取り出しやすさ」同
様の見解を持っていた。さらに知的障害のあ
る人からは「ヒモの結び方がわからない」や
「袋に収まりよく入れることが困難」という
声が聞かれた。
　今回の調査さで使用した袋は柔らかいビ

ニール素材であったため、袋自体に張りがな
くグッズをしまうのに困難があったようだ。

AMラジオについて

　障害の有無に関わらず、災害時に情報を入
手する方法として多くの人が必要とする「ラ
ジオ」。ここでは「説明書の分かりやすさ」、
「電池の入れ替え」、「スイッチの入り切り」、
「チューニング」、「持ち運び」について尋ね
た。
　すべての製品に共通することだが、説明書
が墨字のみでは、視覚に障害のある人は読む
ことができない。そのため、直感ですべてが
操作できることが求められる。また、障害の
あるすべての人が共通して不便と答えたこと
は「電池を入れる時に電池のビニールの包装
自体が開けられない・開けにくい」、「電池の
プラス・マイナスが分からない・分かりにく
い」ことであった。

今後の取り組み

　今後はこの調査をもとに個別の防災グッズ
の配慮点を明らかにし、防災グッズを製造、
販売している方々の製品の企画、収集等を行
う際の指針として使って頂けるようにしたい
と思っている。
（本報告書は共用品推進機構HPで公開中。）

（持ち出し袋）

（AMラジオ）
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　思想の結びとして、次の世紀までという視点
から、共用品③⑥⑩⑬⑭⑯〜㊲㊵㊷㊹〜�（小さい添え字①

〜�は、同様の用語が本講の第１〜71講に既出で
あることを示す）のもつ可能性とチャレンジを
考える。

１．共用品はどこまで進化を続けられるか
　進化を続けるという共用品の特徴は、取り組
み始めて20年という今だからいえるということ
ではないか。モノの作り手が配慮を加えて供給
するようになったのは、不便さ④⑥㉗㉛㉝㉞㊳㊶㊷㊾��

��〜��対応に意識が追いついてきたためであり、
今後は追い抜く段階がくる。そうなると、不便
さをもとにした、新しい形のモノを生むように
なるかもしれない。
　その先では、再び無意識に返る。意識はしな
いが、感度はオンであり続けて自然に対応が進
む。いまある共用品も、成熟したモノを不便さ
の視点から眺めて生まれた。課題はこれからも
新しく生じて、それが共用品の進化を生み続け
るのではないか。

２．22世紀の共用品に必要な性格と役割
　これまでは、不便さに対応して修正すること
が中心であり、それが共用品普及の活力になっ
ていた。明らかな制約があったことは、克服す
るという目標を定めやすかったという面もある。
　一方、来世紀までには十分な時間があるので、
第１に、あるべき姿を自分で描くことが求めら
れ、第２に、普通に可能な対応は織り込まれる
ので、その先にできることがあるかが問われる。
　より重い障害③⑤⑧⑪⑫⑭⑰⑱㉒㉓㊱㊲㊵〜㊹㊼������へ
の踏み込み（タテ方向）、不便さ対応以外の分野
への応用（ヨコ方向）が期待される。

３ ．社会の発展で積み残したことを取り除く役
割

　社会経済の熟度が増すとともに環境�〜�、貧
困、格差、尊厳などの課題が生じている。これ
らは文明の進歩につれて新しく生じる課題であ
り、先哲が深い洞察をしていても、それだけで
は及ばない領域が生じている可能性がある。課

題が生じた時代のなかで解くしかない。
　モノ作りにも同じことがいえる。工業製品と
して効率的な供給を進めるなかで、対応できな
いままの領域がある。いまの時代が誇る先進技
術やデザイン㊹㊽〜��������の力を、それを解
くことに向ける。共用品がその手順を示した。
過去から積み残された課題、生じつつある課題
に向きあう途を拓くきっかけになる。

４ ．物理的な不便さからソフトと心の世界に
　共用品への取組みは、①個別に工夫、②分野
横断的に取り組む、③標準的②⑥⑦⑬㉑㉖〜㉚㉝〜㊱���

�手法を示す、④モノ作りの基本動作に織り込
む、と進む。④の段階は、意識の下の無意識の
領域で考えている状態であり、それが個別ケー
スへの臨機の対応を可能にする。そうして障害
対応が深くなる。
　意識の深いところに入ることによって、その
人を変える。その結果、①社会の他の課題にも
気づいて寄与できる、②そうした意識と行動を
通じて、人として高められる、③共用品への取
組みは、モノやモノ作りが、①や②を導く可能
性があることを示している。

５．取組みの普遍性
　共用品に取り組むことは、①社会の課題に境
界線を動かしながら向きあっていける（基準に
適合［＝基準は固定］でなく、事例に向きあい
判断していくことで基準自体が進化）、②利用者
の意識がモノにまで及ぶ（所有・使用するモノ
も自身の一部という感覚）という日本的なモノ
との関わり方、③②を通じ、モノ自身が持つ進
化する力（不便さを内包する、未完成であるこ
とは潜在力）を導き出す、④専門家でなくても、
身のまわりの矛盾にひっかかりを感じる人（現
場の人、利用当事者㊶㊷㊾���〜���、何かの感性
で反応する人）であれば役割を持てる、⑤多数
派の陰で声をあげられない不便さの解決に向け
て経済社会の力を集める方法になる、という意
義がある。

（本稿の表現は、後藤芳一・星川安之『共用品と
いう思想』［岩波書店］から引用した。）

「共用品という思想（その６：未来に向けての課題）」
後
ご

藤
とう

芳
よし

一
かず

（〈公財〉共用品推進機構運営委員、大阪大学大学院工学研究科教授・日本福祉大学客員教授）
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　小学校一年の遠足は筑波山。中学一年では
鳳凰三山縦走。賽ノ河原で三歩登っては二歩
滑り下り人生の厳しさを学んだ。そんな経験
を買われ、社会人になってすぐ、日本点字図
書館の松本克彦さんに「盲人と一緒に登る山
の会を作る。参加してくれないか？」。第１
回の大山登山に参加。私の前後の視覚障害者
二人を誘導しながらの登り。こちらの緊張を
よそに二人は何やら暗号で会話。よく聞くと、
「サンヨンフ」、「ヨンゴキン」と盤なし将棋。
人生はいつでも余裕を持て！を学んだ。３年
前、交通エコモ財団の岩佐徳太郎さんから
「みんなで富士山に行こう！」との提案。
「！」の勢いに参加。夜10時に５合目を出発
するコース。後から聞けば一番きついスケ
ジュール、高山病になりながらも何とか頂上

に。この時は人生勢いも必要を学んだ。そし
て今は、土曜の朝早く目覚めると西武秩父線
の始発に乗車。「行き先は乗ってから」の気
ままな登山を楽しんでいる。どこの山でも登
りを終え、頂上から見る眺めは何とも格別で
ある。が、本当の楽しみは、登り下りですれ
違う人たちと交わす会話である。初めて登る
山では、特に下りてくる人からの頂上までの
情報が何とも嬉しい。そして下りでは、少々
へばっている登山者に頂上までの状況をいか
に元気が出るように伝えるかである。
　共用品も、基盤整備が整いつつある今、作
る人、使う人に、いずれ出会う頂上の眺めの
良さをいかに伝えるかが大きな課題と思って
いる。

事
務
局
長
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だ
よ
り
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し
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共用品通信

　｢共用品通信　情報アラカルト」欄では新製品・新サー
ビス、セミナー・講演・展示会、モニター募集など、個
人・法人賛助会員の皆様からのお知らせも掲載致します。
事務局「インクル編集担当宛て」に、ニュースリリース、
イベント案内などの情報をお寄せください。Eメールも歓
迎です。

＜読者の皆様へのお願い＞

【会議】
（３月）　第２回AD本委員会（６日）
（４月）　第４回展示会ガイド普及委員会（星川、金丸26日）
　　　　評議員会（１日）
　　　　理事会（７日）
【外部主催会議】

（３月）　第７回規格調整分科会（金丸、８日）
　　　　消費者特別委員会（森川、９日）
　　　　 ISO/IECガイド71会議（松岡、13～15日、アイル

ランド）
　　　　 第２回バリアフリー教育プログラム検討WG 

（森川、22日）
（４月）　第１回規格調整分科会（金丸、17日）
【講義・講演】

（４月）　JICA研修（金丸・松岡、３日）
（５月）　 麗水（ヨス）万博研修（森川・金丸、３～４日、韓

国）
【研修】

（４月）　イベントバリアフリー講習会（星川、２日）
【来客】

（３月）　 スウェーデン自治体からの訪問団（星川、松岡、６
～８日）

山が教えてくれること
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　本誌の全部または一部を視覚障害者や
このままの形では利用できない方々のため
に、非営利の目的で点訳、音訳、拡大複
写することを承認いたします｡その場合は、
&共用品推進機構までご連絡ください。
　上記以外の目的で、無断で複写複製す
ることは著作権者の権利侵害になります。

印刷･製本　ベスト・イーグル!

 サンパートナーズ!

※視覚に障害のある方など、墨字版がご
利用できない方にはPDFファイルの
CD－Rを提供しています。必要のあ
る方は、事務局までお申し出くださ
い。

（五十音順）


